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『＜改訂版＞図説 放射線学入門
基礎から学ぶ緊急被曝ガイド』
岡﨑龍史 著 医療科学社 2015年

東京電力福島原発事故を受けて，放射線の影響について
図説した本の改訂版．「この本は，放射線の正しい知識を
わかりやすく提供し，福島における放射線影響に対する不
安を少しでも取り除ける手助けとなれば，という思いで発
刊しました．震災後から放射線に関する基準がさまざまに
変更されました．例えば，放射性ヨウ素や放射性セシウム
の食品基準値，放射線災害におけるヨウ素の内服における
被曝量の基準や内服年齢，原発緊急作業者の線量限度値な
どです．初版では対応できないものとなっています．さら
にわかりやすく書き直し，明らかになった事実や現状に見
合った内容に更新しています．産業医科大学放射線健康医
学研究室のホームページでは，この本の基となった『一般
向け緊急被曝ガイド(放射線学入門)』を更新しています．
この本にない内容はこちらを参照にしていただければ，幸
甚です．」(「改訂版出版にあたり」より)

●主な目次
1．放射線の基礎

a 放射線とは
b 放射線の単位と線量率
c 放射線の人体影響
d 放射線防護(外部被曝，内部被曝)

2．日常でみられる放射線被曝
a 医療被曝
b 高自然放射線地域
c 宇宙飛行士の被曝限度
d 法令で定められている労働者の線量限度

3．福島第一原発事故の概要
a 放出された放射性物質
b チェルノブイリ原発事故との比較
c 福島での被曝

4．リスク
5．マウスを用いた実験結果と疫学研究
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